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一 般演題’V．

オートラジオゲラフィーによるマウス皮膚扁

平上癌の細胞増殖の解析とブレオマイシンの

影響

　京都府立医科大学　第2外科

　　久保　雄治　　橋本　　勇　　小玉　正智

　　田中　承男

　　　　　　　　　　第2病理　　芦原　　司

　長期間にわたってd－d系マウスの口周囲の皮膚に3，　4一

ベンツピレンを塗ることにより発生した皮膚扁平上皮癌

を材料として，3H－Thimidineを用いたAutoradiogra－

phyにより，その細胞増殖の解析をおこなった・すなわ

ち，口周囲に皮膚癌をもったマウスに対して3H－Thy－

midineを1回量2μc／9ずつ，腹腔内および皮下に頻回

に投与しin　vivoにて経時的にbiopsy　を行ないAu－

toradiogramを作製する頻回標識法（Cumulative　labe－

ling　method）を応用して，　その癌細胞の世代時間tG

DNA合成時間t、を算出した．　その結果tG＝34～37

時間，ts＝6～10時間の値がえられた．扁平上皮癌に有

効であるといわれ，またわれわれも食道癌患者に対し著

効を認めたブレオマイシンの癌細胞に対する制癌効果は，

DNA合成阻害にあるといわれている．そのために同様

の操作により発生せしめたd－d系マウスの皮膚扁平上

皮癌に対し，ブレオマィシン80μ9を1回投与量とし・

48時聞毎に5回全身投与をおこなった後，　3H－Thymi－

dine　60μc腹腔内投与1時間後のAutoradiogramを作

製した．ブレオマイシン未投与の25．7％に対して，投与

後のものでは16．7％の標識率をえ，細胞レベルでのDN

A合成の抑制が認められた．　同系マウスで発生せしめ

た扁平上皮癌ではtG＝34～37時間，　ts＝6～10時間であ

ったので，　そのDNA合成時間を考慮に入れて投与間

隔を，ts以内，　t・以上，　tG以内，　tG以上のものに分け

て癌細胞への影響を検索した．すなわち，ブレオマィシ

ンの総投与量を0．4mg投与回数5回とし，投与間隔を

5時間，24時間，48時間毎としてそれぞれの投与法によ

るブレオマイシンの細阻増殖に及ぼす影響を検討したの

で報告する．

68．　人体内力ルシウム代謝の解析
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放射性アイソトープを用いた人体内カルシウム代謝の

その他（代謝） 255

解析により臨床上有効なカルシゥムのexchangeable

pool　size，　accretion　rate等のパラメーターを算出する

方法については，従来多くの報告があるが，なおいくつ

かの間題を残している．人体カルシウム代謝を，今回ヒ

ューマンカウンターによる全身計測と血液測定による結

果を用いて，　multiple　compartment　analysisにより検

討を加えた．

　症例は種々のカルシウム代謝異常を伴った8名で，

47Caないし85Sr，5～20μCiを1回静注し，その後の

全身および血申放射能残留率を経時的に測定し，えられ

た曲線を最小二乗法により指数関数の和に分解し，その

勾配振巾より数理解析を行なった．

　検討したカルシウム代謝のモデルとしては，生理学的

知見に照らし合せて，いくつかの条件を決め想定したが，

2および3compartmentの場合は可能なものですべてに

つき検討し，4　compertmentについては，カルシウムの

交換が同一compartment問で行なわれることを仮定し

た4種類，それ以上の場合については主としてmami1－

lary　mode1を用いて行なった．

　いつれの症例においても，ヒューマンカウンターによ

り実測した全身カルシウム残留山線と血液測定結果から

算出した全身曲線との固には，大きな差異があり，これ

は骨｜十｜のfixed　compartmentによるものと考えられ・

このpool　sizeの大きなcompartmentの解析は全身計

測により解析され，このようにして行なった解析結果と

病態との間連につき検討を加えた．

69．胎児各臓器におけるEstriol－4－14Cのincor－

　　poration　rate，　in　vivOの実験

　　　　金沢大学産科婦人科学教室

　　　　　　　　川田　　肇　　赤須　文男

　この数年来，human　feto－placental　unitにおける代

謝系についての研究が盛んに取り上げられ，　特にste－

roid皿etabolismに関しては注目すべき成績がいくつか

発表されている．このunitにおけるmetabolismを究

明するためにはin　situにおいて実験を行なうことが最

も適当であることはいうまでもない．さて，Estrio1は

それ自体，性steroidである許りでなく，終末産物であ

るが，妊娠時複雑な機構で，胎盤で産生されたが母体並

びに胎児に送られていることはすでに証明されている所

であり，従って多量のEstrio1を胎児側ではいかに処理

あるいは利用しているか，すなわちこのEstrio1が胎児

体内を全くindifferentに通過して再び胎盤に戻るのか・
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